
12月は地球温暖化防止月間です。皆さんは低炭
素社会（地球温暖化の原因の一つ・CO2（二酸化炭素）の
排出を削減する社会）につながる取り組みをしていま
すか？今回は、照明器具を例に、すぐに始められる
ことを紹介します。

■ LEDランプで省エネを
　照明の多くは、部屋全体を明るくする「一室一灯
照明」に白熱電球や蛍光ランプが使われています。
しかし、省エネのためには、低いワット数の照明を
分散させ、必要な部分のみ照らす「多灯分散照明」
への取り替えが効果的で、それに適しているのが
LEDランプです。
　LEDランプに取り替えることで、消費電力を抑
え、CO2排出量を減らすことができるほか、電気
料金の節約にもなります。

■ LEDランプの魅力
LEDランプの寿命は4万時間といわれ、白熱電

球の約40倍。電球の取り替えが少なくてすみます。
すぐに100%の明るさで点灯するため、玄関や廊
下など、すぐに灯りが欲しい場所に最適です。

■まずはこまめな消灯を
LEDランプへの取り替えが難しい場合、必要の

ないときは電気を消すなど、点灯時間を短くするこ
とを心がけましょう。照明器具を掃除すると明るさ
がアップし、省エネにつながります。

12月22日㈯は冬至（1年で最も日照時間が短い日）
です。部屋の照明を消して、冬のきれいな星空を眺
めてみてはいかがでしょうか。
※経済産業省資源エネルギー庁「家庭の省エネ徹底
ガイド」参照

問い合わせ先
生活環境課☎30-6116、FAX27-0395

低炭素社会推進トピックス　‐照明の一工夫‐

vol.2

んでいるからこそ感じる彦根の魅力を市内外に発信し、持続可能
なまちづくりを進めるため、現在、有識者による戦略策定委員会に加
え、市民40人による「市民ワーキング会議」を開催しています。

根のさまざまな魅力の源を「〇〇力
りょく

力力」
く

として話し合ったところ、「子育て力」や
「大学力」、「おせっかい力」に「自然力」
など、面白い回答がたくさん出てきまし
た。意外だったのは、彦根城や城下町など、
歴史・文化に関することよりも、「人」の
力に関することが多かったことです。

民が持つ力やまちづくりへの熱量を高めていくことこそ、
彦根のシティプロモーションではないか、と感じている今日
この頃です。

彦根市シティプロモーシ
ョン戦略

彦根市シティプロモーシ
ョン戦略

　　　　　　　策定作業
もいよいよ大詰め！策定作業もいよいよ大詰

め！

住

彦

市
戦略策定委員会の議事録や同会
議のレポートは彦根市ホーム
ページでも公開しています（右
のQRコードからご覧になれます）。

※同戦略は、案がまとまり次第、意見公募（パブリックコメント）を実施し、
平成 31年 3月末に策定する予定です。

白熱電球1つの点灯時間を1日1時間短縮
年間でCO2：約11.6kg 削減

電気代：約530円節約

白熱電球 　　　 LEDランプ
　年間でCO2：52.8kg 削減

電気代：約2,430円節約
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彦根市青少年健全育成フォーラム
日時 平成31年1月19日㈯13：00～ 16：00
場所 ひこね市文化プラザ（野瀬町）エコーホール
内容
▶作文、絵画・ポスター特選者表彰
　「わたしのふるさと」作文・絵画
　「中学生広場・私の思い2018」作文
「豊かな心をはぐくむ家庭づくり（家族ふれあいサンデー）」
　絵画・ポスター
▶小・中学生作文発表
▶青少年活動顕彰　表彰と活動発表
▶講演
　「だめな子なんて一人もいない」
　講師　林　ともこさん（書籍『あ～ちゃんの虹』著者）

※申込は不要です。
※絵画・ポスターの入賞作品は、エコーホールロビー
に展示します。
※手話通訳を行います。
※エコーホールロビーで障害福祉サービス事業所に
よる物品の販売を行います。

「豊 ）」

問い合わせ先　 子ども・若者課☎49-2251、FAX26-1768

　平成 23 年 12 月、愛娘の明
あか

音
ね

さん（当時 6才）を亡くされる。
明音さんの生きた証と命のメッ
セージを残すため、著書『あ～ちゃ
んの虹』を自費で出版。
　元小学校の教員で、刊行後は命
のメッセージ講演活動や、チーム
『好きと生きる』の運営、放課後
児童クラブの支援員、子ども食堂『まんま』のスタッフ
など、幅広く活動されている。

講師プロフィール
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※特に記載のないときは、事前申込は不要で、費用は無料です。


